
Title カルケドン公会議のキリスト論

Author(s) 荒木関, 巧; Arakizeki, T

Citation 基督教学, 16, 19-20

Issue Date 1981-07-10

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/46396

Type journal article

File Information 16_19-20.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



カ
ル
ケ
ド
ソ
公
会
議
の
キ
リ
ス
ト
論

荒
木
関

巧

　
二
ヵ
イ
ア
公
会
議
は
グ
ノ
ー
シ
ス
派
が
用
い
て
い
た
ホ
モ
ウ
ジ

オ
ス
と
い
う
こ
と
ぽ
に
よ
っ
て
、
イ
エ
ス
が
父
な
る
神
と
同
本
質

で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム

化
で
は
な
く
（
》
・
○
図
已
目
飢
①
が
ζ
搾
跨
導
口
口
伽
ぎ
襲
β
閃
器
一
－

げ
類
堕
お
㎝
8
回
戦
。
。
出
㎝
♪
マ
ル
ク
ス
、
「
古
代
キ
リ
ス
ト
論
の
意
味

を
現
代
に
問
う
」
、
カ
ト
リ
ッ
ク
研
究
三
六
、
一
ニ
ー
四
八
）
、
キ

リ
ス
ト
教
と
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
二
つ
の
文
化
の
相
互
関
係
作
用
（
。
？

図
面
讐
一
〇
ロ
）
の
所
産
で
あ
っ
た
。

　
同
じ
作
用
が
カ
ル
ケ
ド
ン
公
会
議
に
も
見
ら
れ
る
。
神
の
み
を

強
調
す
る
信
仰
主
義
（
単
性
説
）
と
人
間
中
心
主
義
（
ネ
ス
ト
リ

オ
ス
派
）
、
　
い
い
か
え
る
と
、
プ
ラ
ト
ン
哲
学
の
影
響
を
受
け
た

ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
学
派
と
ユ
ダ
ヤ
教
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
影

響
を
受
け
た
ア
ン
チ
オ
キ
ア
学
派
と
の
対
立
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら

の
動
き
に
西
方
ラ
テ
ン
教
会
の
レ
オ
の
思
耀
心
が
加
わ
っ
て
、
　
「
二

つ
の
本
性
（
一
つ
の
べ
ル
ソ
ナ
」
の
公
式
が
，
生
ま
れ
た
の
で
あ

る
。
公
会
議
は
ネ
ス
ト
リ
オ
ス
が
用
い
て
い
た
プ
ロ
ソ
ポ
ン
と
い

う
こ
と
ば
を
レ
オ
の
概
念
規
定
（
ペ
ル
ソ
ナ
と
本
性
と
の
区
別
）

を
用
い
て
正
統
化
し
、
着
る
意
味
で
、
名
誉
憾
復
さ
せ
た
と
い

え
る
。

　
プ
ロ
ソ
ポ
ン
に
つ
い
て
の
ネ
ス
ト
リ
オ
ス
の
考
え
を
要
約
す
る

と
次
の
よ
う
に
な
る
（
｝
○
同
巳
鑓
Φ
8
さ
蜜
讐
ω
》
鎚
興
O
ゲ
廷
の
讐
の

陣
B
O
蜀
¢
ぴ
Φ
昌
匹
㊤
国
膣
。
ぴ
ρ
H
”
団
誘
鰹
霞
駁
レ
ミ
P
刈
O
刈
為
b
Q
O
）
。

　
現
実
に
存
在
し
て
い
る
も
の
を
フ
ィ
ー
ジ
ス
（
実
在
）
又
は
ウ

ジ
ア
（
存
在
）
と
い
う
。
実
在
は
完
全
な
実
在
と
不
完
全
な
実
在

に
わ
け
ら
れ
る
。

　
霊
魂
と
肉
体
と
は
不
完
全
な
実
在
で
あ
る
が
、
両
者
が
一
致
し

て
成
り
立
つ
人
間
存
在
は
完
全
な
実
在
で
あ
る
。

　
キ
リ
ス
ト
に
は
神
と
人
間
と
の
二
つ
の
完
全
な
実
在
が
あ
る
。

二
つ
の
実
在
が
結
合
し
て
、
た
だ
一
つ
の
「
神
の
子
」
が
存
在
す

る
が
、
そ
の
場
合
、
神
と
人
間
の
特
有
の
表
現
様
式
（
プ
戸
ソ
ポ

ン
）
を
失
う
こ
と
が
な
い
。
特
有
の
表
現
様
式
や
特
色
を
失
う
な

ら
、
神
と
人
間
の
二
つ
の
実
在
は
混
合
さ
れ
て
し
ま
い
、
区
別
で

き
な
く
な
る
。
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
、
二
つ
の
完
全
な
実
在
が
対

立
し
た
り
分
離
し
た
り
せ
ず
に
一
致
し
て
い
る
の
は
、
　
「
陰
唇
の

プ
ロ
ソ
ポ
ソ
」
に
よ
る
。
　
一
致
の
プ
ロ
ソ
ポ
ン
（
主
体
、
ヒ
ポ
ス

タ
ー
ジ
ス
と
も
い
う
）
に
よ
っ
て
、
、
神
様
は
人
性
に
、
人
性
は
神

性
に
相
互
浸
透
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
他
方
の
本
性
的
表
現
様
式
を
用
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い
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ネ
ス
ト
リ
オ
ス
は
、
人
性
や
神
性
の
本
性
的
表
現
様
式
に
関
し

て
、
ウ
ジ
ア
（
存
在
）
、
フ
ィ
ー
ジ
ス
（
実
在
）
、
完
全
な
実
在

（
ヒ
ポ
ス
タ
ー
ジ
ス
）
、
プ
ロ
ソ
ポ
ソ
と
い
う
こ
と
ぽ
を
用
い
、
神

性
と
人
性
の
一
致
点
で
あ
る
ペ
ル
ソ
ナ
を
表
わ
す
た
め
に
、
同
じ

こ
と
ぽ
を
違
う
意
味
で
用
い
て
い
る
（
主
体
1
ー
ヒ
ポ
ス
タ
ー
ジ

ス
、
ペ
ル
ソ
ナ
ー
・
プ
ロ
ソ
ポ
ン
）
。

　
こ
の
よ
う
な
両
義
的
使
用
を
レ
オ
は
改
め
、
ペ
ル
ソ
ナ
と
本
性

と
の
区
別
を
導
入
し
た
。

　
本
性
（
嵩
9
。
貯
鑓
）
は
行
為
の
貰
い
手
や
具
体
的
実
在
を
意
味
せ

ず
、
働
き
か
け
の
原
理
（
鷲
ヨ
9
娼
ご
罫
書
。
）
で
あ
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
、
神
は
神
と
し
て
、
人
間
は
人
間
と
し
て
、
行
動
す
る
こ

と
が
で
き
、
神
を
人
間
か
ら
、
人
間
を
神
か
ら
区
別
す
る
も
の
で

あ
る
（
竹
山
昭
、
レ
オ
の
キ
リ
ス
ト
論
、
…
「
ト
ム
ス
」
の
視

点
、
及
び
両
本
性
一
、
カ
ト
ジ
ッ
ク
研
究
二
四
、
五
ニ
ー
七
八
）
。

キ
リ
ス
ト
に
は
、
神
と
人
間
の
二
つ
の
本
性
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は

一
つ
の
べ
ル
ソ
ナ
に
よ
っ
て
一
致
し
て
い
る
。
一
致
は
ペ
ル
ソ
ナ

の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
生
じ
、
梢
違
は
本
性
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
生

じ
る
。

　
レ
オ
の
仲
介
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
は
神
で
あ
る
と
い
う
キ
リ

ロ
の
伝
統
的
中
心
思
想
が
、
人
間
性
と
神
性
と
の
栢
違
を
強
調
す

る
ネ
ス
ト
リ
オ
ス
の
思
想
と
調
和
・
統
合
し
た
。

　
一
一
つ
の
異
な
る
文
化
と
の
出
会
い
を
求
め
る
努
力
は
、
ラ
ー
ナ

ー
に
お
い
て
は
ス
コ
ラ
神
学
と
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
実
存
主
義
と
の

相
互
関
係
作
用
の
所
産
と
し
て
の
「
超
自
然
的
実
存
規
定
」
の

キ
リ
ス
ト
論
と
し
て
（
国
．
閑
接
器
が
○
法
博
ざ
諺
伽
窃
○
鑓
午

び
の
口
。
。
”
男
器
ま
癖
α
q
糟
H
箋
①
）
、
八
木
誠
一
に
お
い
て
は
滝
沢
克
己
と

岡
じ
く
、
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
と
の
嵐
会
い
と
し
て
の
「
統
合
へ

の
規
定
」
の
キ
リ
ス
ト
論
に
見
ら
れ
る
（
八
木
誠
一
、
仏
教
と
キ

リ
ス
ト
教
の
接
点
、
法
蔵
館
、
　
一
九
七
充
）
。

　
入
聞
性
を
強
調
す
る
最
近
の
キ
リ
ス
ト
論
に
対
し
て
、
、
「
神
に

し
て
人
間
扁
を
宣
言
し
た
カ
ル
ケ
ド
ン
公
会
議
の
公
式
は
支
え
で

あ
り
戒
め
（
窪
置
土
貯
ヨ
）
で
あ
る
。
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